
(57)【要約】

【課題】高齢者の行住坐臥における全身状態を医療セン

ター等管理センターで集中的にモニタリングできるとと

もに医療センター等管理センターからの遠隔操作によっ

て薬剤投与といった治療行為を行うことができる健康維

持支援システムを提供すること。

【解決手段】床義歯又はマウスピースに体温、脈拍、唾

液中の酵素や代謝物質等を検出するセンサー及び体姿勢

や運動を検出する加速度センサーからなる生体センサー

と、該生体センサーからのデータを評価して異常値を検

出するとともにデータを蓄積する信号処理部と、該信号

処理部におけるデータを無線方式で医療センター等管理

センターに送信するとともに医療センター等管理センタ

ーからの指令信号を受信する通信部と、管理センターか

らの指令信号に基づいて作動する動作機器部を装着して

なる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
床 義 歯 又 は マ ウ ス ピ ー ス に 、 体 温 、 脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 、 唾 液 中 の 酵 素 や 代 謝 物 質 を 検
出 す る セ ン サ ー 及 び 体 姿 勢 や 運 動 を 検 出 す る 加 速 度 セ ン サ ー 等 の 生 体 セ ン サ ー と 、 該 生 体
セ ン サ ー か ら の デ ー タ を 評 価 し て 異 常 値 を 検 出 す る と と も に デ ー タ を 蓄 積 す る 信 号 処 理 部
と 、 該 信 号 処 理 部 に お け る デ ー タ を ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 器 を 介 し て ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 、 イ
ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク に 無 線 方 式 で 送 信 す る と と も に 管 理 セ ン タ ー か ら の 指 令 信
号 を 受 信 す る 通 信 部 と 、 管 理 セ ン タ ー か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 送 信 さ れ る 指 令 信 号
に 基 づ い て 作 動 す る 薬 剤 ポ ン プ 、 呼 び 出 し 用 バ イ ブ レ ー タ 、 口 腔 内 電 話 装 置 等 の 動 作 機 器
部 を 装 着 し て な る 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 被 検 者 わ け て も 高 齢 者 の 健 康 状 態 を 正 確 に 把 握 ・ 管 理 す べ く 、 粘 膜 を 介 し て 得
ら れ る 生 体 情 報 な ら び に 体 姿 勢 、 運 動 、 被 検 者 の 位 置 な ど の フ ィ ジ カ ル な 情 報 を 得 る た め
の 、 生 体 モ ニ タ リ ン グ 及 び 治 療 ・ 通 信 手 段 を 、 体 を 傷 つ け る こ と な く 簡 便 に 装 着 で き る 口
腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
我 国 は 世 界 一 の 長 寿 国 で あ り 、 急 速 に 進 行 す る 少 子 化 と 相 俟 っ て 高 齢 者 社 会 へ と 移 行 し つ
つ あ る 。 而 し て 、 高 齢 者 の 健 康 状 態 を 正 確 に 把 握 し 、 健 康 な 状 態 を 維 持 さ せ て 高 齢 者 の 生
き る 力 と な る Ｑ Ｏ Ｌ （ ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ 　 ｏ ｆ 　 ｌ ｉ ｆ ｅ ） を 向 上 、 促 進 さ せ る こ と が 望 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 人 の 健 康 状 態 を 把 握 す べ く 、 脈 拍 等 を 検 出 す る た め に 手 首 に バ ン ド を 装 着 す る と と
も に デ ー タ 管 理 装 置 を 腰 に 装 着 し て バ ン ド と デ ー タ 管 理 装 置 間 を 配 線 で 結 ん だ 装 置 が 市 販
さ れ て い る 。 こ の 装 置 を 利 用 し て 病 院 等 の 施 設 内 で は 無 線 で 患 者 の 脈 拍 等 を ナ ー ス セ ン タ
ー で 集 中 管 理 す る シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 バ ン ド の 手 首 へ の 装 着 感 が あ
る ほ か バ ン ド と デ ー タ 管 理 装 置 間 を 結 ぶ 配 線 が あ る 処 か ら 日 常 生 活 を 営 む 上 で 抵 抗 感 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 特 開 平 ４ － ３ ３ ６ ４ ７ 号 公 報 に は 、 生 体 液 と 接 触 可 能 に 設 け ら れ た セ ン サ ー と 、 該
セ ン サ ー で 感 知 さ れ た 生 体 液 等 の 物 理 化 学 量 を 電 気 信 号 と し て 外 部 受 信 装 置 へ 送 信 す る 発
信 器 を 具 備 す る 人 工 歯 根 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 先 行 技 術 に よ る と き は 、 セ ン サ ー が 血 液
、 リ ン パ 液 、 歯 肉 な ど の 生 体 液 と 接 触 し 、 生 体 液 の 物 理 化 学 量 を 電 気 信 号 と し て 取 り 出 す
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 に よ る と き は 、 就 中 高 齢 者 の 体 姿 勢 ・ 運 動 と い っ た 行 動 面 を
も 含 め た 行 住 坐 臥 に お け る 全 身 状 態 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と が 不 可 能 で あ り 、 ま た 、 唾 液
分 泌 促 進 剤 等 薬 剤 の 投 与 を 遠 隔 操 作 に よ っ て 行 う と い っ た 治 療 行 為 を 行 う こ と が で き な い
問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 に お け る 問 題 を 解 決 し 、 高 齢 者 の 行 住 坐 臥 に お け る 全 身 状 態 を 医
療 セ ン タ ー 等 管 理 セ ン タ ー で 集 中 的 に モ ニ タ リ ン グ で き る と と も に 医 療 セ ン タ ー 等 管 理 セ
ン タ ー か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 、 た と え ば 唾 液 分 泌 促 進 剤 等 薬 剤 を 投 与 す べ く 薬 剤 ポ ン プ
を 作 動 さ せ る と い っ た 治 療 行 為 を 行 う こ と が で き る 健 康 維 持 支 援 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 床 義 歯 又 は マ ウ ス ピ ー ス に 、 体 温 、 脈 拍 、 血 中 酸 素
飽 和 度 、 唾 液 中 の 酵 素 や 代 謝 物 質 を 検 出 す る セ ン サ ー 及 び 体 姿 勢 や 運 動 を 検 出 す る 加 速 度
セ ン サ ー 等 の 生 体 セ ン サ ー と 、 該 生 体 セ ン サ ー か ら の デ ー タ を 評 価 し て 異 常 値 を 検 出 す る
と と も に デ ー タ を 蓄 積 す る 信 号 処 理 部 と 、 該 信 号 処 理 部 に お け る デ ー タ を ネ ッ ト ワ ー ク 接
続 器 を 介 し て ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク に 無 線 方 式 で 送 信 す
る と と も に 管 理 セ ン タ ー か ら の 指 令 信 号 を 受 信 す る 通 信 部 と 、 管 理 セ ン タ ー か ら 前 記 ネ ッ
ト ワ ー ク を 介 し て 送 信 さ れ る 指 令 信 号 に 基 づ い て 作 動 す る 薬 剤 ポ ン プ 、 呼 び 出 し 用 バ イ ブ
レ ー タ 、 口 腔 内 電 話 装 置 等 の 動 作 機 器 部 を 装 着 し て な る 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療
装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を そ の 好 ま し い 実 施 形 態 に 則 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 は 、 生 体 セ ン サ ー と 信 号 処 理 部 、 通 信 部 、
動 作 機 器 部 の ３ つ の 部 分 か ら 構 成 さ れ る 。
生 体 セ ン サ ー は 、 た と え ば 体 温 （ 温 度 検 出 ） 、 脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 、 唾 液 中 の 酵 素 や 代
謝 物 質 を 測 定 す る セ ン サ ー な ら び に 、 体 姿 勢 や 運 動 及 び 被 検 者 （ 高 齢 者 ） の 位 置 セ ン サ ー
で あ り 、 こ れ ら は 、 床 義 歯 に 穿 設 さ れ た 空 腔 部 に 組 み 込 ま れ て い る 。 体 温 （ 温 度 検 出 ） 、
脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 の セ ン サ ー は 、 床 義 歯 下 面 に 露 出 し 、 歯 肉 や 粘 膜 に 接 触 す る 。 ま た
は 、 透 明 な 床 義 歯 材 料 を 介 し て 生 体 情 報 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
被 検 者 の 体 姿 勢 、 運 動 、 位 置 セ ン サ ー と し て は 、 た と え ば 特 開 平 １ １ － １ １ ８ ４ １ ２ 号 公
報 に 開 示 さ れ て い る 、 容 器 に 装 入 さ れ て い る 誘 電 液 体 の 、 容 器 の 傾 き に よ っ て 生 じ る 電 極
と 誘 電 液 体 の 接 触 面 積 の 電 極 対 間 の 差 異 に 起 因 す る 静 電 容 量 の 変 化 を 電 圧 の 変 化 と し て 検
出 す る 、 位 置 ・ 角 度 変 化 に 対 応 す る 電 気 信 号 発 生 装 置 を 応 用 し た セ ン サ ー を 適 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
信 号 処 理 部 は 、 生 体 セ ン サ ー か ら の デ ー タ を 評 価 し て 異 常 値 を 摘 出 す る と と も に デ ー タ を
蓄 積 す る 。 通 信 部 は 、 信 号 処 理 部 に お け る デ ー タ を 、 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 、 イ ン タ ー ネ ッ
ト と い っ た ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 接 続 器 に 無 線 で 送 信 す る と と も に 、 た と え ば 、 遠 隔 地 医
療 セ ン タ ー 等 管 理 セ ン タ ー か ら の 送 信 を 受 信 す べ く 機 能 す る 。 こ の 通 信 は 必 ず し も 常 時 行
う 必 要 は な く 、 各 検 出 パ ラ メ ー タ の 異 常 値 を 検 出 し た と き お よ び 定 時 通 報 の 時 で よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
動 作 機 器 部 は 、 た と え ば 唾 液 分 泌 促 進 剤 や 高 齢 者 が 慢 性 疾 患 に 対 し て 常 備 薬 と し て 処 方 さ
れ て い る 薬 剤 の 投 与 用 ポ ン プ や 呼 び 出 し 用 バ イ ブ レ ー タ 、 口 腔 内 電 話 装 置 と い っ た ア ク チ
ュ エ ー タ で あ り 、 こ れ ら の ミ ク ロ な ア ク チ ュ エ ー タ が 動 作 機 器 と し て 床 義 歯 又 は マ ウ ス ピ
ー ス に 収 納 ・ 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
図 １ に 、 本 発 明 の 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 を 織 り 込 ん だ シ ス テ ム の 一 実 施 例
を 示 す 。 床 義 歯 組 み 込 み 型 生 体 モ ニ タ ー １ で 検 出 さ れ た 諸 種 の 検 出 パ ラ メ ー タ （ 生 体 情 報
） が 、 無 線 方 式 で ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 器 ２ を 介 し て ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク ３ を 経 て イ ン タ ー ネ
ッ ト ６ へ さ ら に イ ン タ ー ネ ッ ト ６ か ら 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー へ 或 は ホ ー
ム ネ ッ ト ワ ー ク ３ か ら 直 接 的 に 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー へ 送 信 さ れ る 。 ホ
ー ム ネ ッ ト ワ ー ク ３ に も た ら さ れ た 生 体 情 報 中 に 異 常 値 が あ る 場 合 に は 、 非 常 灯 ４ を 点 滅
さ せ る 。 一 方 、 他 の 送 信 ル ー ト と し て 、 検 出 さ れ た 生 体 情 報 が ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 器 ２ 、 携
帯 電 話 ５ を 経 て イ ン タ ー ネ ッ ト ６ へ 入 力 さ れ 、 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー へ
も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー で は 、 各 種 検 出 値 （ 測 定 値 ） を 読 み 取 り 、 被 検 者
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の 健 康 状 態 を 判 断 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 器 ２ を 介 し て 床 義 歯 組 み 込 み
型 薬 剤 ポ ン プ を 作 動 さ せ て 、 一 次 救 急 医 療 を 行 う 。 ま た 、 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク ３ を 介 し て
異 常 状 態 を 通 報 し 、 必 要 に 応 じ て 医 療 関 係 者 を 緊 急 派 遣 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に 、 本 発 明 の 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 。 図 ２ に お い て
、 １ １ は 脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 セ ン サ ー で あ っ て 、 床 義 歯 底 面 に 少 な く と も 一 部 が 露 出 し
、 歯 肉 、 粘 膜 等 と 接 触 し 被 検 者 の 脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 を 検 出 し 、 複 合 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ
サ ー １ ２ に 検 出 結 果 を 電 気 信 号 と し て 入 力 す る 。 １ ３ は メ モ リ チ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ ら の モ ニ タ ー （ 各 セ ン サ ー ） 及 び 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト （ 複 合 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ ２
、 メ モ リ チ ッ プ １ ３ ） は 、 図 ２ に お い て は 床 義 歯 の 外 部 に 存 す る よ う に 示 さ れ て い る け れ
ど も 、 本 発 明 に お い て は 、 他 の セ ン サ ー も 含 め て 、 義 歯 に 穿 設 さ れ て い る 空 腔 部 に 収 納 ・
装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ４ は 加 速 度 セ ン サ ー で あ っ て 、 被 検 者 の 体 姿 勢 、 運 動 な ど を 検 出 す る 。 ま た 、 位 置 セ ン
サ ー （ Ｇ Ｐ Ｓ シ ス テ ム ） と 組 み 合 わ せ て 被 検 者 の 位 置 や 行 動 経 路 を 検 出 す る こ と も で き る
。
１ ５ は 唾 液 セ ン サ ー で あ り 、 唾 液 中 の 酵 素 や 代 謝 物 質 等 を 測 定 す る 。
１ ６ は セ ン サ ー 駆 動 回 路 で あ っ て 、 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー か ら の 指 令 信
号 に 基 づ い て 、 各 種 セ ン サ ー や 薬 剤 ポ ン プ な ど の 動 作 機 器 を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ７ は 二 次 電 池 で あ り 、 各 種 セ ン サ ー や 薬 剤 ポ ン プ な ど の 動 作 機 器 の 動 力 源 と し て 機 能 し
、 端 子 ま た は ア ン テ ナ か ら 電 力 を 供 給 さ れ て 充 電 す る こ と が で き る 。 １ ８ は 温 度 セ ン サ ー
で あ っ て 、 被 検 者 の 体 温 を 検 出 す る 。 １ ９ は 薬 剤 タ ン ク で あ り 、 た と え ば 唾 液 分 泌 促 進 剤
や 高 齢 者 が 慢 性 疾 患 に 対 し て 常 備 薬 と し て 処 方 さ れ て い る 薬 液 が 充 填 さ れ て い る 。 ２ ０ は
薬 剤 ポ ン プ で あ っ て 、 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー か ら の 指 令 信 号 に 基 づ い て
起 動 さ れ 、 被 検 者 に 薬 液 を 投 与 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
２ １ は 無 線 送 受 信 装 置 で あ り 、 上 記 各 種 セ ン サ ー に よ る 検 出 パ ラ メ ー タ の 測 定 結 果 を 複 合
マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ ２ か ら 入 力 さ れ 、 こ れ を 無 線 方 式 で ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 器 ２ を 介 し
て 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管 理 セ ン タ ー へ 送 信 す る と と も に 、 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等
の 管 理 セ ン タ ー か ら の 指 令 信 号 に 基 づ い て 各 種 セ ン サ ー を 作 動 さ せ 或 は 薬 剤 ポ ン プ ２ ０ や
呼 び 出 し 用 バ イ ブ レ ー タ を 作 動 さ せ る 等 、 信 号 の 発 受 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 作 用 】
本 発 明 の 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 は 上 に 述 べ た 構 成 に な る か ら 、 被 検 者 わ け
て も 高 齢 者 の 体 温 、 脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 、 唾 液 中 の 酵 素 や 代 謝 物 質 等 を 測 定 す る と と も
に 、 体 姿 勢 、 運 動 量 、 行 動 経 路 ・ パ タ ー ン 等 の 全 身 情 報 を 、 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 の 管
理 セ ン タ ー で 集 中 的 に 管 理 す る こ と が で き る 。 ま た 、 モ ニ タ リ ン グ 結 果 に 基 づ い て 、 遠 隔
地 医 療 セ ン タ ー ７ 等 か ら の 指 令 信 号 に 基 づ い て 必 要 な 薬 剤 投 与 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 被 検 者 わ け て も 高 齢 者 の 健 康 状 態 を 、 口 腔 内 に 配 設 し た 全 身 状 態 セ ン サ
ー に よ っ て 、 体 を 傷 つ け る こ と な く 簡 便 に 検 知 す る こ と が で き る と と も に 体 姿 勢 、 運 動 、
位 置 （ 行 動 経 路 ） を 把 握 す る こ と が で き 、 こ れ に 基 づ い て 診 断 ・ 通 報 ・ 投 薬 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 は 、 床 義 歯 に お け る 歯 や マ ウ ス ピ ー
ス に 穿 設 さ れ た 空 腔 内 に 装 着 さ れ る も の で あ る か ら 当 人 に と っ て 不 快 感 や 支 障 が な く ま た
、 当 人 を 拘 束 す る こ と が な く 、 各 種 セ ン サ ー が 体 の 異 常 を 検 出 し 、 無 線 で 遠 隔 地 医 療 セ ン
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タ ー 等 の 管 理 セ ン タ ー へ 送 信 で き る か ら 、 高 い 信 頼 性 下 に 生 体 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 生 体 モ ニ タ リ ン グ ・ 治 療 シ ス テ ム の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 口 腔 内 設 置 型 生 体 モ ニ タ ー ・ 治 療 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 床 義 歯 組 込 み 型 生 体 モ ニ タ ー
２ 　 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 器
３ 　 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク
４ 　 非 常 灯
５ 　 携 帯 電 話
６ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト
７ 　 遠 隔 地 医 療 セ ン タ ー
１ １ 　 脈 拍 、 血 中 酸 素 飽 和 度 セ ン サ ー
１ ２ 　 複 合 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー チ ッ プ
１ ３ 　 メ モ リ チ ッ プ
１ ４ 　 加 速 度 セ ン サ ー
１ ５ 　 唾 液 セ ン サ ー
１ ６ 　 セ ン サ ー 駆 動 回 路
１ ７ 　 二 次 電 池
１ ８ 　 温 度 セ ン サ ー
１ ９ 　 薬 剤 タ ン ク
２ ０ 　 薬 剤 ポ ン プ
２ １ 　 無 線 送 受 信 装 置
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